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１ 

宇
多
津
の
風
土
・
眺
望 

『
神
の
御
面
（
み
お
も
）
の
前
に
拓
か
れ
た
街
』 

「
古
事
記
」
に
お
い
て
は
、
日
本
の
国
土
創
生
の
最
初
に
誕
生
と
い
う
栄
を
享
け
た
の
が
四
国
で

あ
る
。
此
の
嶋
は
身
一
つ
に
し
て
面
（
お
も
）
四
つ
有
り
、
面
毎
に
名
あ
り
。 

 

故
（
か
れ
）
伊
予
国
を
愛
比
売
（
え
ひ
め
）
と
謂
い
、
讃
岐
国
を
飯
依
比
古
（
い
い
よ
り
ひ
こ
）

と
謂
い
、
粟
国
を
大
宣
都
比
売
（
お
お
げ
つ
ひ
め
）
と
謂
い
、
土
左
国
を
建
依
別
（
た
け
よ
り
わ
け
）

と
謂
ふ
。 

柿
本
人
麻
呂
が
狭
岑
島

さ
み
ね
の
し
ま

か
ら
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
「
万
葉
集
」
の
中
の
歌
に
次
の
も
の
が
あ
る
。 

 
 

 
 

   

古
来
よ
り
讃
岐
の
象
徴
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
き
た
飯
依
比
古
（
讃
岐
富
士
）
は
現
在
の
飯
野
山
と

考
え
ら
れ
、
当
時
の
宇
多
津
は
、
人
々
に
と
っ
て
「
讃
岐
の
国
の
国
魂
神
の
全
面
に
広
が
る
ま
ち
」

だ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

玉
藻
よ
し 

讃
岐
の
国
は 

国
柄
か 

み
れ
ど
も
飽
か
ぬ 

神
柄
か 

こ
こ
だ
導
き 

天
地
日
月
と 
共
に
足
り
行
か
む 

神
の
御
面
と
継
ぎ
来
た
る
… 

 



『
三
山
鎮
定
の
地
』 

大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
四
神
思
想
を
取
り
入
れ
た
「
大
宝
律
令
」
が
制
定
さ
れ
、
日
本
の
「
文
物

の
儀
は
是
に
於
い
て
備
わ
れ
り
」
と
し
て
制
度
が
備
わ
っ
た
。 

こ
の
四
神
が
天
子
や
都
を
守
る
と
言
う
の
が
四
神
思
想
で
、
こ
れ
が
古
代
の
「
風
水
地
理
思
想
」

へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。 

 
 

 
 

   

こ
う
い
う
思
想
に
よ
っ
て
平
城
の
都
は
誕
生
し
た
。
宇
多
津
の
町
は
、
讃
岐
富
士
を
背
に
し
て
、

東
に
津
の
山
、
聖
通
寺
山
へ
と
連
な
り
、
西
に
芳
陵
、
青
の
山
に
囲
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
風
気
」

を
逃
さ
な
い
「
蔵
風
」
の
地
、
さ
ら
に
前
方
に
は
瀬
戸
内
海
の
満
々
と
し
た
水
界
が
広
が
り
、
流
散

す
る
生
気
を
留
め
る
地
相
の
「
得
水
」
の
地
で
も
あ
る
宇
多
津
は
、
「
蔵
風
」
と
「
得
水
」
を
合
わ
せ

て
「
風
水
地
理
思
想
」
が
古
代
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
環
境
立
地
を
「
安
心
の
地
」
と
言
っ
た
。

古
代
か
ら
多
く
の
寺
院
が
建
ち
、
讃
岐
の
守
護
は
皆
こ
こ
に
入
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
。 

平
城
の
地 
四
禽
（
し
き
ん
）
の
図
に
叶
（
か
な
）
ひ
、 

三
山
鎮
（
し
ず
め
）
を
作
（
な
）
し
、 

亀
筮
（
き
ぜ
い
）
並
び
従
ふ
。 

宜
し
く
都
邑
（
と
ゆ
う
）
を
建
つ
べ
し
。 

 



２ 

網
の
浦
万
葉
公
園 

万
葉
学
会
の
中
で
も
長
い
間
、
問
題
に
な
っ
て
い
た
地
名
で
あ
り
、

「
綱
」
か
「
網
」
の
ど
ち
ら
か
で
江
戸
時
代
の
代
表
的
国
学
者
、
加

茂
真
淵
、
本
居
宣
長
の
有
名
な
論
争
が
あ
る
。
「
万
葉
集
」
全
二
十

巻
、
四
千
五
百
余
首
の
第
一
巻
の
五
番
目
の
歌
に
羇き

旅り
ょ

（
旅
情
を
詠

ん
だ
も
の
）
の
歌
が
あ
る
。 

 
 

 
 

  

（
現
代
語
訳
）
山
越
し
に
吹
い
て
く
る
風
は
、
妻
と
離
れ
て
独
り
で

い
る
自
分
の
袂
に
、
朝
晩
に
幾
度
も
繰
り
返
し
て
吹
い
て
く
る
の
で
、

自
分
は
強
い
丈
夫
（
ま
す
ら
お
）
と
思
っ
て
い
た
が
、
「
網
の
浦
」

の
塩
焼
く
乙
女
の
姿
を
見
る
と
、
家
に
残
し
て
き
た
妻
の
こ
と
が
忍

ば
れ
て
表
面
に
は
出
さ
な
い
が
焼
き
つ
く
よ
う
な
心
持
ち
だ
。 

こ
の
よ
う
に
歌
わ
れ
た
地
、
「
網
の
浦
」
を
持
つ
宇
多
津
町
は
、
毎
年
お
互
い
を
相
思
う
を
テ
ー
マ

歌碑（公園敷地内）  

網
の
浦
の
海
人
乙
女
ら
が
焼
く
塩
の 

思
ひ
ぞ
焼
く
る
我
が
下
ご
こ
ろ 

 



宇夫階神社 社殿  

 

に
、
「
相
聞
歌
」
を
募
集
し
て
い
る
。 

 

３ 

宇
夫
階
神
社 

【
御
祭
神
】
大
己
貴
命
（
お
お 

な 

む
ち
の 

み
こ
と
） 

【
配
祀
】
豊
受
皇
大
御
神
（
と
よ 

う
け 

す
め
お
お
み
か
み
） 

 

紀
元
前
よ
り
鵜
足
郡
津
之
郷
に
鎮
座
し
、
宇
夫
志
奈

う

ぶ

し

な

大
神

お
お
か
み

と
称
え
祀
っ
て
い
る
。
日
本
武
尊
（
第
十
二
第
景
行
天
皇
の

皇
子
）
の
御
子 

武
殻
王
（
た
け
か
い
こ
お
う
）
が
、
阿
野

郡
の
国
造
と
な
り
、
海
上
巡
視
の
折
、
暴
風
雨
に
遭
い
舟
が

危
う
く
な
っ
た
と
き
、
王
が
宇
夫
志
奈
大
神
に
祈
念
な
さ
る

と
、
忽
ち

た
ち
ま
ち

小
烏

こ
か
ら
す

が
飛
ん
で
き
て
風
波
を
凌し

の

ぎ
つ
つ
導
き
本
島

の
泊
に
無
事
着
い
て
難
を
逃
れ
ら
れ
た
と
の
故
事
に
よ
り
、

小
烏
大
神
と
称
え
ら
れ
た
。
平
城
天
皇
の
大
同
二
年
（
八
〇

七
）
、
社
殿
か
ら
光
明
が
現
れ
、
鵜
足
津
の
海
岸
の
小
丘
を
射

る
こ
と
が
度
々
あ
り
、
朝
廷
の
勅
命
に
よ
り
社
殿
を
造
営
し

遷
座
し
た
。 



本
殿
（
国
登
録
有
形
文
化
財 

平
成
十
六
年
十
一
月
八
日
登
録
） 

唯
一
神
明
造 

木
造
平
屋
建 

銅
版
葺 

二
十
二
平
方
米 

昭
和
二
十
八
年 

伊
勢
神
宮
の
第
五
十
九
回
式
年
遷
宮
で
外
宮
多
賀
宮
御
正
殿
と
し
て
造
営
。 

昭
和
四
十
八
年 

第
六
十
回
式
年
遷
宮
に
よ
る
御
古
材
頒
賜
の
際
に
拝
戴
。 

昭
和
五
十
一
年 

復
元
造
営 

 

鹽
竈
神
社
（
し
お
が
ま
じ
ん
じ
ゃ
） 

 

【
御
祭
神
】
塩
土
翁
大
神
（
し
お
つ
ち
の
お
う
お
お
み
か
み
） 

 
 

 
 

 

経
津
主
大
神
（
ふ
つ
ぬ
し
の
お
お
み
か
み
） 

 
 

 
 

 

武
甕
槌
大
神
（
た
け
み
か
つ
ち
の
お
お
み
か
み
） 

 
 

 
 

 

綿
津
見
命
（
わ
た
つ
み
の
み
こ
と
） 

 

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
の
御
勧
請
以
来
、
古
浜
の
現
蛭
子
神
社
と
並
び
奉
祀
さ
れ
た
東
の
塩

竃
神
社
と
、
海
岸
町
の
現
船
玉
神
社
の
社
に
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
御
勧
請
奉
祀
の
所
謂
西
の
塩

竃
神
社
を
塩
田
守
護
の
大
神
と
し
て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
宇
夫
階
神
社
境
内
の
丘
上
に
社
殿
を
造
営

し
、
昭
和
九
年
九
月
三
日
合
祀
奉
斎
し
た
。 

明
治
三
十
四
、
五
年
ご
ろ
、
大
正
天
皇
が
皇
太
子
で
あ
っ
た
時
代
、
宮
内
庁
よ
り
宇
多
津
町
へ
塩



田
作
業
を
台
覧
で
き
る
「
展
望
所
設
置
」
の
内
命
が
あ
っ
た
。
宇
多
津
町
で
は
宇
夫
階
神
社
が
あ
る

高
台
を
選
び
、
三
木
正
武
町
長
を
始
め
、
神
社
関
係
者
、
塩
業
関
係
者
が
整
備
に
取
り
か
か
り
、
当

地
行
啓
の
日
を
待
っ
た
。
と
こ
ろ
が
台
覧
予
定
の
明
治
三
十
六
年
十
月
十
二
日
は
あ
い
に
く
の
集
中

豪
雨
の
た
め
、
日
程
変
更
と
な
っ
た
。 

日
程
変
更
に
伴
い
取
り
や
め
の
沙
汰
が
あ
っ
た
が
、
塩
業
関
係
者
の
惜
し
む
声
が
上
が
り
、
明
治

三
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
の
総
会
に
て
、
そ
の
地
を
記
念
し
て
東
西
の
塩
田
地
頭
に
あ
っ
た
塩
竃

神
社
を
そ
こ
に
新
築
し
、
遷
座
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
て
い
る
。
（
久
住
龍
央
氏
所
蔵
の
記
載
帳
よ

り
） 

 

巨
石
磐
境
（
い
わ
さ
か
）
（
町
指
定
天
然
記
念
物 

昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
指
定
） 

古
代
信
仰
の
崇
拝
遺
構
と
し
て
、
神
の
宿
る
所
の
磐
座
（
い
わ
く
ら
）
、
祭
祀
場
で
あ
る
磐
境
が
存

在
し
て
い
る
。 

   

御
膳
岩 

 

例
年
十
月
十
日
深
夜
に
は
、
磐
座
の
北
東
に
あ
る
御
膳
岩
（
初
白
岩
）
に
、
古
式
に
よ
る 

神
饌
を
奉
っ
て
、
「
初
白
祭
」
を
行
う
。
こ
の
祭
事
は
古
代
祭
祀
の
遺
風
を
と
ど
め
る
特
殊
神
事
で
あ 

る
。
本
来
、
こ
の
祭
儀
は
十
月
の
例
大
祭
が
行
わ
れ
る
一
干
支
（
十
二
日
）
前
の
初
申
の
日
、
丑
の 



刻
に
行
わ
れ
た
。
古
伝
に
よ
れ
ば
、
奉
る
神
饌
を
白
い
鳥
が
来
て
つ
い
ば
み
、
そ
の
量
の
多
少
に
よ 

っ
て
年
の
豊
凶
を
占
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
、
「
お
鳥
食
い
神
事
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。 

 

       

  

巨石磐境（いわさか）  

宇夫階神社巨石群配置現況図  



４ 

本
妙
寺 

宗
派 

 

法
華
宗
本
門
流 

創
建 

 
室
町
時
代
（
宝
徳
年
間
（
一
四
四
九
～
一
四
五
一
）
） 

 
 

宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
年
）
ご
ろ
、
日
隆
上
人
が
讃
岐
に
来
て
巡
教
し
た
が
、
当
国
は
真
言
宗
、

天
台
宗
な
ど
他
の
教
え
が
広
ま
っ
て
い
た
た
め
帰
依
者
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
宇
多
津
の
里
人
が

水
不
足
に
苦
し
ん
で
い
た
当
時
、
布
教
に
訪
れ
た
上
人
が
桐
の
木
の
根
元
を
示
し
て
掘
ら
せ
た
と
こ

ろ
、
二
尺
余
り
で
清
水
が
滔
々

と
う
と
う

と
湧
き
出
し
た
。
こ
れ
は
、
全
く
法
華
経
の
功
徳
で
あ
る
と
里
人
は

改
宗
し
て
信
者
と
な
り
、
そ
の
地
に
一
宇
建
立
し
て
本
妙
寺
と
号
し
、
井
戸
は
境
内
に
入
っ
て
左
手

に
日
隆
上
人
御
旧
跡
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
堂
と
回
廊
で
繋
が
っ
て
い
る
の
が
番
神
堂
で
、
法
華
経
を
守
護
す
る
諸
尊
が
祭
ら
れ
て
い
る
。

諸
尊
は
、
正
し
く
は
三
十
番
神
で
、
日
番
が
決
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
創
建
当
時
、
京
都
は
「
応
仁

の
乱
」
か
ら
戦
国
の
世
と
な
り
、
こ
れ
に
危
機
感
を
持
っ
た
本
山
は
万
一
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
讃
州

本
妙
寺
に
て
本
山
執
務
を
行
う
と
「
控
本
山
」
の
名
号
を
与
え
た
。 

 



◆
言
い
伝
え
【
…
生
き
て
い
た
大
銅
像
…
】 

本
妙
寺
に
は
、
日
蓮
大
聖
人
並
び
に
日
隆
大
上
人
の
大
銅
像
が
聳
え
立
っ
て
い
る
。 

 

終
戦
当
時
、
大
砲
や
銃
の
弾
と
し
て
、

県
庁
か
ら
こ
の
大
銅
像
に
も
召
集
令
が
下

さ
れ
た
。
時
の
住
職
は
、
滅
私
奉
公
の
念

に
燃
え
、
直
ち
に
国
の
た
め
大
銅
像
が
弾

と
な
っ
て
対
戦
国
を
撃
滅
す
る
こ
と
を
祈

り
、
宇
多
津
の
檀
家
の
人
々
や
信
者
を
集

め
て
大
銅
像
の
前
で
太
鼓
を
叩
き
、
日
蓮

宗
で
唱
え
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字
を

読
経
し
、
大
供
養
会
を
催
し
た
。
そ
し
て
、

幅
六
尺
、
長
さ
三
十
尺
に
余
る
赤
襷
を
銅

像
に
か
け
、
出
征
祝
い
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

翌
日
、
県
庁
か
ら
大
八
車
と
七
、
八
名
の
職
員
が
、
大
銅
像
引
き
下
ろ
し
の
た
め
宇
多
津
に
向
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
鬼
無
辺
り
に
差
し
掛
か
る
と
、
急
に
腹
痛
や
ら
で
目
が
開
け
ら
れ
ず
、
歩
く
事

も
出
来
な
い
有
り
様
に
な
り
、
す
っ
か
り
戸
惑
っ
た
職
員
達
は
、
も
し
宇
多
津
に
着
い
た
と
し
て
も
、

大
銅
像
を
下
ろ
す
事
に
な
れ
ば
皆
の
生
命
が
危
な
い
ぞ
と
共
々
に
話
し
合
い
、
鬼
無
か
ら
引
き
返
し

日蓮大聖人像  



て
し
ま
っ
た
。 

 
そ
し
て
不
思
議
に
も
、
そ
の
翌
日
が
八
月
十
五
日
で
、
天
皇
陛
下
の
終
戦
の
詔
勅
が
全
国
に
放
送

さ
れ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
宇
多
津
周
辺
の
信
者
達
は
、
大
銅
像
の
前
に
集
ま
っ
て
き
て
、
涙
を
流
し

な
が
ら
題
目
の
旗
を
立
て
て
読
経
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
日
蓮
大
聖
人
と
日
隆
大
上
人
の
大
銅

像
に
は
、
法
華
信
者
の
魂
が
入
っ
て
い
た
の
だ
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

  
 

 
 

 

５ 

郷
照
寺 

四
国
霊
場
七
十
八
番
礼
所
（
通
称 
厄
除
け
う
た
づ
大
師
） 

宗
派 

 

時
宗 

開
基 

 

奈
良
時
代
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
行
基
菩
薩
に
よ
り
開
基 

 弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
弘
法
大
師
（
空
海
）
が
四
十
二
歳
の
と
き
、
こ

の
地
を
訪
れ
自
作
の
尊
像
を
刻
み
、
厄
除
け
の
誓
願
を
な
さ
れ
、
密
教

の
地
と
し
て
栄
え
た
。
御
詠
歌
に
は
、
当
時
称
し
て
い
た
「
道
場
寺
」

の
名
が
残
る
。
仁
治
四
年
（
一
二
四
三
）
道
範
阿
闍
梨
が
讃
岐
に
流
さ

郷照寺（入口付近）  



れ
た
時
に
、
こ
の
寺
に
来
る
。
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
に
は
、
全
国
各

地
を
念
仏
遊
行
し
た
時
宗
の
開
祖 

一
遍
上
人
が
宇
多
津
の
地
を
訪
れ
、

病
気
静
養
の
た
め
、
こ
の
寺
に
留
ま
っ
た
と
も
い
う
。
こ
れ
が
機
縁
と
な

っ
て
、
そ
の
後
時
宗
と
の
関
わ
り
が
深
ま
っ
た
。
室
町
時
代
に
は
、
讃
岐

の
守
護
細
川
頼
之
の
庇
護
を
得
て
大
い
に
栄
え
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八

三
）
土
佐
の
長
宗
我
部
元
親
軍
の
兵
火
に
よ
り
、
堂
塔
伽
藍
を
焼
失
し
た
。

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
相
模
国
（
現
神
奈
川
県
）
藤
沢
の
清
浄
光
寺
を

本
寺
と
し
て
正
式
に
「
時
宗
」
の
寺
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
よ
り
「
郷
照
寺
」

と
称
し
た
。
今
日
、
県
下
唯
一
の
時
宗
寺
院
で
あ
る
。
境
内
に
は
民
俗
信

仰
を
物
語
る
庚
申
堂
や
女
性
の
守
り
神
で
あ
る
淡
島
明
神
堂
、
池
を
中
心

と
し
た
回
遊
式
庭
園
、
万
体
観
音
洞
が
あ
る
。
昭
和
四
十
年
代
に
、
参
道
の
付
け
替
え
工
事
に
伴
い
、

石
畳
の
旧
参
道
が
失
わ
れ
、
伽
藍
等
の
配
置
も
一
部
変
更
さ
れ
た
。 

 

◆
寺
院
に
ま
つ
わ
る
伝
説
・
逸
話
【
…
よ
く
鳴
る
よ
う
に
な
っ
た
釣
鐘
…
】 

 

今
か
ら
三
五
〇
年
ほ
ど
昔
、
郷
照
寺
の
釣
鐘
が
割
れ
て
鳴
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
寺
で
は
困

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
八
十
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
堺
か
ら
四
国
八
十
八
箇
所
参
り
に
来
た
一
人
の

郷照寺（本堂）  



お
遍
路
さ
ん
が
、
ち
ょ
う
ど
腕
の
よ
い
鋳
物
師
で
あ
り
、
釣
鐘
を
鋳
直
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
じ
頃
、
富
熊
村
の
庄
屋
さ
ん
へ
一
人
の
老
人
が
来
て
「
明
日
、
宇
多
津

の
お
寺
で
釣
鐘
を
鋳
直
す
そ
う
な
。
私
が
長
い
間
、
蓄
え
て
お
い
た
鏡
が
山
に
た
く
さ
ん
置
い
て
あ

る
か
ら
、
お
前
さ
ん
が
持
っ
て
行
っ
て
、
そ
の
釣
鐘
の
中
に
入
れ
て
下
さ
れ
。
私
は
年
を
取
っ
て
、

一
人
で
持
っ
て
い
け
な
い
か
ら
。
」
と
言
っ
て
、
庄
屋
さ
ん
を
山
に
案
内
し
て
行
き
、
鏡
の
隠
し
場
所

を
教
え
た
。
目
印
の
石
を
ど
け
て
掘
り
起
こ
し
て
み
る
と
、
老
人
の
言
っ
た
と
お
り
沢
山
の
鏡
が
出

て
き
て
、
大
喜
び
で
荷
車
に
積
み
、
郷
照
寺
に
持
っ
て
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
庄
屋
さ
ん
が
和
尚
さ

ん
と
話
を
し
て
い
る
間
に
、
老
人
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
、
ま
る
で
消
え
る
よ
う
に
い
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
寺
の
人
達
は
御
礼
を
言
お
う
と
老
人
を
捜
し
た
が
、
と
う
と
う
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
鏡
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
川
津
の
山
で
あ
っ
た
の
で
「
あ
の
老
人
は
春
日
の
明
神
様
だ
ろ
う
。
」
と
、

皆
で
噂
を
し
合
っ
た
。
後
に
鏡
を
入
れ
て
鋳
直
さ
れ
た
釣
鐘
は
、
と
て
も
美
し
い
音
色
を
響
か
せ
、

十
五
キ
ロ
も
先
の
島
々
に
ま
で
音
が
聞
こ
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。 

    



 
 

 
 

 

６ 

西
光
寺 

宗
派 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

創
建 

鎌
倉
時
代 

か
つ
て
は
、
青
の
山
の
山
麓
「
鍋
屋
下
の
道
場
」
と
し
て
創
建
さ
れ
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）

現
在
地
に
移
り
「
西
光
寺
」
と
号
す
。 

 

西
光
寺
鐘
楼
門 

 

生
駒
家
時
代
、
宇
多
津
に
在
っ
た
浄
願
寺
を
高
松
に
移
し
た
。
松
平
藩
で
は
、
水
戸
光
圀
の
兄
で

あ
る
松
平
賴
重
公
が
浄
願
寺
を
松
平
家
の
菩
提
寺
と
し
た
。
賴
重
公
入
封
の
当
初
か
ら
火
災
が
続
い

た
た
め
浄
願
寺
を
修
繕
し
よ
う
と
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
七
月
に
始
ま
り
、
同
年
十
二
月
十
二
日

に
落
成
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
夜
丑
の
刻
に
誤
っ
て
失
火
し
、
本
堂
庫
裡
を
は
じ
め
、
悉
く
焼
け
た

が
表
門
鐘
楼
唐
門
は
焼
け
残
っ
た
。
西
光
寺
も
火
災
に
よ
り
困
っ
て
い
た
と
き
、
松
平
家
か
ら
鐘
楼

門
を
受
け
取
り
、
棟
札
に
は
「
承
応
三
年
甲
午
、
八
月
三
十
一
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
頃
は
、
後
世
に
「
午
年
の
大
干
（
う
ま
ど
し
の
お
お
ひ
で
り
）
」
と
称
さ
れ
る
大
干
害
の
年
で

あ
っ
た
。
人
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
考
え
た
高
松
藩
は
、
常
陸
国
（
藩
主
賴
重
公
の
先
の
領



船屋形茶室  

国
）
に
あ
る
鹿
島
神
宮
の
神
で
あ
る
武た

け

甕み
か

槌づ
ち

の
力
で
兇
神
に
満
ち
た
高
松
藩
領
内
を
鎮
圧
し
よ
う
と

試
み
た
。
承
応
四
年
（
改
元
し
て
明
暦
元
年
）
六
月
、
高
松
藩
全
領
民
の
共
通
し
た
願
い
の
下
、
高

松
藩
の
西
端
で
あ
る
宇
多
津
か
ら
、
東
の
果
て
で
あ
る
大
内
郡
坂
本
村
ま
で
「
鹿
島
踊
り
」
が
踊
り

継
が
れ
た
。
平
成
二
十
七
年
、
宇
多
津
町
は
こ
の
踊
り
を
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
た
。 

焼
け
残
っ
た
鐘
楼
は
、
高
松
城
下
に
時
を
知
ら
せ
る
「
報
時
鐘
」
で
あ
っ
た
の
で
、
城
下
が
大
き

く
な
る
と
鐘
の
音
が
届
か
な
く
な
る
と
考
え
、
鋳
造
す
る
と
き
に
大
判
三
十
枚
を
入
れ
た
と
い
う
。

現
在
、
そ
の
鐘
は
高
松
市
の
水
城
通
り
沿
い
の
御
堂
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

 船
屋
形
茶
室
（
県
指
定
有
形
文
化
財 

昭
和
四
十
四
年
四
月

三
日
指
定
） 

 

江
戸
時
代
末
期
に
多
度
津
藩
主
の
御
座
船
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
船
屋
形
の
形
を
残
し
て
い
る
数
少
な
い
船
の
遺
物
で

あ
る
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
船
下
ろ
し
し
た
「
順
風

丸
」
と
す
る
説
や
、
三
十
五
反
帆
を
誇
っ
た
「
日
吉
丸
」
と

み
る
説
が
あ
る
。
四
ツ
目
菱
の
定
紋
を
入
れ
参
勤
に
も
用
い



徳川光圀書状  

ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
廃
藩
置
県
後
、
西
光
寺
境
内
に
移
さ
れ
、
現
在
は
磯
石
上
に
置
き
瓦

葺
の
屋
根
で
覆
い
、
茶
室
と
し
て
い
る
。
一
部
後
補
の
部
分
も
あ
る
が
、
床
や
襖
建
具
等
は
当
時
の

も
の
で
あ
る
。
本
件
以
外
に
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
船
屋
形
は
、
旧
姫
路
藩
（
相
楽
園
内
）
と
旧
熊

本
藩
（
熊
本
城
内
）
の
み
で
あ
る
。 

徳
川
光
圀
書
状
（
県
指
定
有
形
文
化
財 

昭
和
三
十
三
年
六
月
五
日
指
定
） 

西
光
寺
所
有
の
書
跡
で
あ
り
、
徳
川
光
圀
が
編
集
さ
せ
た
書
物
一
五
巻
と

凡
例
書
目
一
巻
を
霊
元
上
皇
（
百
十
二
代
）
に
奉
り
、
勅
命
を
も
っ
て
題
号

を
下
さ
れ
る
こ
と
を
乞
う
た
め
、
内
大
臣
の
今
出
川
公
規
を
通
じ
て
内
奏
し

た
自
筆
の
書
状
で
あ
る
。 
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１１月２２日（日）JR 宇多津駅からの復路 

◆JR 予讃線 →乗り換え→ ◆ことでん長尾線下り 

（宇多津駅） （高松駅）      (高松築港) （瓦町） 

  12：08 発 → 12：51 …徒歩 7 分… 13:08 → 13:13 着 

次次回回ののふふるるささとと探探訪訪はは……   

テ － マ  太田から鹿角を歩く（予定） 

 と  き  平成２７年１２月２０日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  太田南コミュニティセンター 

講  師  藤井 雄三さん（高松短期大学講師） 

 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」１２月１日号に開催案内を掲載します 

  ので、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

  お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

--------------------------------------------------------- 

★次回の交通案内★ 

◆ことでんバス（塩江線下り）    

（高松駅）   （高松築港）    （瓦町）     （太田） 

 8：25 発  →   8：27   →  8：35  →   8：53 着  



   

 

  

         

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

※参加中は、次のことに充分留意し、

意義のある探訪としましょう。 

 
 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


